
７. ２８豪雨災害特  

集

町
を
救
う

　
共
助
の
力　梅雨前線と低気圧の影響で大

雨が降り続け、７月28日には最
上川や月布川の増水し、町内各
地で道路冠水や住宅・田畑への
浸水被害、土砂災害が引き起こ
されました。当日から警戒に当
たった消防団員は翌29日に浸水
被害のあった地域の道路などの
排土作業をおこないました。
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断
続
的
な
雨
と
川
の
水
位
の
上
昇

　
停
滞
し
た
梅
雨
前
線
と
低
気
圧
の
影
響

を
受
け
て
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
県
内
。

町
内
で
も
７
月
28
日
未
明
よ
り
大
雨
と
な

り
ま
し
た
。
27
日
の
日
中
か
ら
降
り
始
め

た
雨
量
を
合
計
し
た
累
加
雨
量
は
、
気
象

庁
で
設
置
し
て
い
る
左
沢
雨
量
観
測
所

で
、
28
日
の
5
時
に
累
加
雨
量
注
意
値
の

50
㎜
を
越
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
9
時
37

分
に
大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
、
10
時
に
は

累
加
雨
量
が
警
戒
値
を
越
え
る
88
㎜
と
な

り
ま
し
た
。
28
日
10
時
時
点
の
最
上
川
の

水
位
（
中
郷
観
測
所
）
は
12
・
75
ｍ
と
な

り
、
氾
濫
注
意
水
位
14
ｍ
に
迫
り
ま
す
。

７. ２８ 豪雨災害

　  ２　８　日（火）
9:37 大雨警報（土砂災害）が発表

11:15 消防団に警戒出動要請

12:00 県が排水ポンプを市の沢川（鹿子沢地区）に設置

12:10 土砂災害警戒情報発表

13:00

町災害対策本部設置
左沢1・2区の一部（17世帯49人）に対し避難勧告【警戒レベル４】
町内６カ所（ふれあい会館、中央公民館、荻野・堂屋敷地
区集落センター、久保集落センター、貫見こぶし館、沢口
克雪管理センター）に避難所開設

13:11 洪水警報が発表

13:20 荻野地区一部（16世帯43人）に対し避難勧告【警戒レベル４】

13:25 左沢12区の一部（10世帯30人）に対し避難勧告【警戒レベル４】

15:00 久保地区（10世帯24人）に対し避難勧告【警戒レベル４】

15:30 貫見地区（42世帯100人）に対し避難勧告【警戒レベル４】
  ２　9　日（水）

6:27 土砂災害警戒情報が解除
9:00 消防団が道路の土砂除去のため、放水・清掃開始
10:16 洪水警報から注意報に切替

12:33
大雨警報から注意報に切替
全ての避難勧告を解除
ふれあい会館を除き、避難所閉鎖

  ３　０　日（木）
10:00 被災世帯へ消毒液配布開始
17:00 ふれあい会館の避難所閉鎖

主な避難行動の経過

氾　濫
注意水位

７月28日 1967年（S42）
８月28日
羽越水害13：00 15：00 18：00

最上川
（中郷観測所） 14.0 13.98 15.79 17.14

（今回最高値） 17.66

月布川
（荻野観測所） 1.9 2.56 4.04 欠測

●河川の水位状況（ｍ）
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こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
町
は
消
防

団
に
警
戒
出
動
を
要
請
し
、
荻
野
・
久
保

各
区
の
公
民
館
に
も
避
難
所
と
し
て
の
解

放
を
依
頼
。
続
い
て
、
12
時
10
分
、
町
に

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
防
災
行
政
無
線
で
町
内
に
注
意

を
促
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
設
置
と
避
難
勧
告

　
町
は
13
時
に
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
る
と
と
も
に
、
町
内
６
か
所
を
避
難
所

と
し
て
開
設
し
、
左
沢
1
・
2
区
の
一
部

17
世
帯
49
人
に
避
難
勧
告
を
出
し
ま
し
た
。

　
最
上
川
の
水
位
は
、
さ
ら
に
上
が
り
続

け
て
氾
濫
注
意
水
位
を
超
え
、
13
時
11
分

に
は
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
月

布
川
の
荻
野
観
測
所
で
も
氾
濫
危
険
水
位

の
２
・
6
ｍ
近
く
ま
で
上
昇
し
、
荻
野
地

区
16
世
帯
43
人
と
、
左
沢
12
区
10
世
帯
30

人
に
避
難
勧
告
を
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
久
保
地
区
10
世
帯
24
人
、

貫
見
地
区
42
世
帯
１
０
０
人
に
避
難
勧
告

が
出
さ
れ
、
旧
本
郷
西
小
学
校
も
避
難
所

に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
28
日
に
は
避
難
所
に
１
５
７
名
の
方
が

避
難
し
ま
し
た
。

大
雨
の
中
で
の
救
助・復
旧
活
動

　
14
時
頃
に
は
濁
流
と
化
し
た
最
上
川
や

月
布
川
な
ど
の
河
川
が
つ
い
に
氾
濫
。
川

沿
い
の
住
宅
や
田
畑
に
流
れ
込
み
ま
し
た
。

ま
た
各
地
で
土
砂
災
害
や
道
路
で
路
面
流

水
が
発
生
。
小
清
地
区
や
道
海
地
区
な
ど

は
一
時
孤
立
す
る
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
に
対
し
、
町
は
道
路
の
パ
ト

ロ
ー
ル
と
通
報
を
受
け
た
現
場
の
現
状
確

認
を
お
こ
な
い
、
建
設
業
者
な
ど
の
協
力

も
受
け
復
旧
・
交
通
の
確
保
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
西
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
救
助
隊
や
消
防
団
は
、
ボ
ー
ト

を
使
っ
た
救
命
作
業
や
避
難
区
域
の
各
戸

を
訪
問
し
て
の
避
難
誘
導
、
浸
水
対
策
の

土
の
う
作
り
、
道
路
の
土
砂
の
除
去
を
敢

行
し
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
た
。

浸水した様子を不安そうに眺める住民（鹿子沢地区）市の沢川が増水し道路が水没（鹿子沢地区）

勢いを増し住宅に迫る月布川（貫見地区）土砂に覆われた町道（十八才地区）

避難所の様子（ふれあい会館） ボートによる救助（百目木地区）

3・広報おおえ



豪
雨
に
よ
る
被
害
が
明
る
み
に

　
夜
が
明
け
る
と
と
も
に
、
徐
々
に
町
内

各
地
の
被
害
状
況
が
明
る
み
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
建
物
の
被
害
状
況
は
、
町
全
体
で
、
住

宅
床
上
浸
水
は
17
棟
、
床
下
浸
水
20
棟
、

小
屋
な
ど
の
非
住
居
建
物
の
床
上
浸
水
18

棟
と
な
っ
て
い
ま
す
。
百
目
木
地
区
や
川

端
地
区
、
鹿
子
沢
地
区
で
は
道
路
が
泥
で

埋
ま
り
、
消
防
団
は
放
水
な
ど
に
よ
る
道

路
の
清
掃
作
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
小
清
地
内
で
地
す
べ
り
が
起
き
る
な
ど
、

町
内
の
山
間
部
の
各
地
で
は
土
砂
災
害
が

発
生
。
ま
た
道
路
も
、
町
道
諏
訪
堂
中
山

線
が
道
路
欠
損
の
た
め
通
行
止
め
と
な
る

な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
町

道
の
土
砂
崩
れ
、
路
肩
欠
所
な
ど
に
よ
る

被
害
は
１
０
０
箇
所
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
14
路
線
は
町
建
設
ク
ラ
ブ
の
協

力
も
あ
り
、
排
土
な
ど
に
よ
り
通
行
を
確

保
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
復
旧
に
時

間
を
要
す
る
路
線
に
つ
い
て
は
通
行
規
制

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
現
地
の

看
板
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
農
作
物
の
被
害
も
甚
大
で
、
荻

野
地
区
を
は
じ
め
、
町
内
各
地
の
水
田
や

果
樹
園
、
畑
な
ど
約
21
・
2
㌶
が
被
災
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
土
地
改
良
区
が
管
理
す

る
北
堰
と
南
堰
な
ど
の
用
水
路
も
大
き
な

がけ崩れのあった町道材木萩野山線（材木地区）
通学路になっている町道諏訪堂中山線が崩落（月が丘地区）

※現在道路は通行止めとなっています

月布川の増水で浸水した果樹畑（荻野地区）

住民から被災状況を聞く松田町長（百目木地区）上郷ダム（朝日町）から旧最上橋まで流れ出た集塵船
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被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
被
害
状
況
は
す
べ
て
7
月
30

日
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
詳
細
の
被
害
状

況
に
つ
い
て
は
現
在
確
認
中
で
す
。
今
後

の
調
査
に
よ
り
、
被
害
状
況
は
さ
ら
に
拡

大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
今
回
の
大
雨
の
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
、

被
災
し
た
百
目
木
地
区
の
方
は
「（
昭
和

42
年
発
生
の
）
羽
越
水
害
と
同
じ
く
ら
い

の
水
位
だ
っ
た
」、「
川
の
水
位
が
み
る
み

る
上
昇
し
た
」「
県
道
（
天
童
大
江
線
）

に
最
上
川
の
水
が
上
が
っ
た
こ
と
は
見
た

こ
と
が
な
い
」
と
話
し
、
鹿
子
沢
地
区
の

方
は
「
近
年
こ
こ
ま
で
水
位
が
上
昇
し
、

住
宅
が
浸
水
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
住
宅
や
田
畑
の
浸
水
な
ど
の
被
害
に
対

し
、
29
日
の
朝
か
ら
被
災
者
は
家
の
片
付

け
や
住
居
内
の
泥
上
げ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

豪
雨
災
害
の
あ
っ
た
週
末
の
８
月
１・
２

日
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
入
を
お
こ
な
い
、
各
地
か
ら

訪
れ
た
１
８
９
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
被
災
者
の
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
、
最
上
川
流
域

を
中
心
に
県
内
の
広
い
範
囲
で
大
き
な
被

害
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
で
は
、
皆
さ
ん

の
迅
速
な
避
難
行
動
に
よ
り
、
幸
い
に
も

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
町
内
全

域
に
多
く
の
深
い
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

道路の汚泥を除去する消防団員（鹿子沢地区）

地区住民が協力して被災した住宅から泥を運び出す（貫見地区）

現場視察に訪れた吉村知事（百目木地区）

地区住民が協力して浸水した家具を運び出す（鹿子沢地区）

被災した住宅から泥を運び出す災害ボランティア（百目木地区）

床上浸水した住宅（鹿子沢地区）

5・広報おおえ



水
害
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
昭
和
42
年
８
月
の

「
羽
越
水
害
」
や
昭
和
51
年
の
「
８
・
６

水
害
」
、
平
成
25
年
７
月
・
26
年
7
月
の

豪
雨
災
害
、
昨
年
の
令
和
元
年
東
日
本
台

風
と
、
た
び
た
び
大
き
な
水
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
7
月
28
日
の
豪
雨
災
害
で

は
、
羽
越
水
害
と
同
じ
く
ら
い
の
河
川
水

位
が
計
測
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
的
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
水
害
な
ど
に
対
す
る
備
え

と
し
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
昨
年
12
月
に
新
し
い
「
大
江
町

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
全
世
帯
に

配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
最
上
川
流
域
で
１
０
０
０
年
に
一

度
程
度
で
想
定
さ
れ
る
最
大
規
模
の
降
雨

に
よ
っ
て
、
最
上
川
と
月
布
川
が
増
水
し

水
が
あ
ふ
れ
た
場
合
の
洪
水
浸
水
想
定
区

域
と
、
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸

水
の
深
さ
、
併
せ
て
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
区
域
を
、
国
や
県
の
公
表

を
も
と
に
表
示
し
た
地
図
で
す
。

　
お
住
い
の
地
区
や
そ
の
周
辺
で
浸
水
や

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
所

な
ど
が
な
い
か
を
、
家
族
全
員
で
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
自
宅
近
く
の
避
難
所
ま

で
の
避
難
ル
ー
ト
を
想
定
し
、
書
き
込
み
、

で
き
れ
ば
実
際
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
災
害
の
前
兆
現

象
や
災
害
発
生
時
の
連
絡
先
な
ど
も
記
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
取
り
出
せ

る
所
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

「
避
難
」を
改
め
て
考
え
直
す

　
災
害
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
地
震
と
水

害
で
は
避
難
の
仕
方
は
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
地
震
は
突
発
的
な
災
害
で
、
揺
れ
が

お
さ
ま
っ
て
か
ら
の
避
難
と
な
り
ま
す
が
、

水
害
は
降
雨
か
ら
危
険
な
状
況
に
な
る
ま

で
の
時
間
が
あ
り
、
事
前
に
退
避
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
避
難
を
開
始
す
る
の
が

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
命
を
守
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。

　
避
難
を
お
こ
な
う
際
の
判
断
基
準
と
な

る
情
報
と
し
て
、
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
を
用

い
た
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
防
災
行
政
無
線

な
ど
で
呼
び
か
け
ま
す
の
で
、
警
戒
レ
ベ

ル
と
そ
の
際
の
行
動
に
つ
い
て
上
の
図
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
時
に
危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
避

難
所
な
ど
に
避
難
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

た
だ
し
、
避
難
所
な
ど
に
多
人
数
が
集
ま

る
と
、
３
密
の
条
件
が
そ
ろ
い
や
す
く
、

集
団
生
活
な
ど
で
感
染
症
が
拡
大
す
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
避
難
と
は
「
難
」
を
「
避
」
け
る
こ
と

◦非常食・飲料水（最低3日分）　…　乾パン、缶詰（缶切り）など
◦情報・照明　…　懐中電灯、携帯電話(バッテリー)など
◦救急医療品　…　常備薬、ばんそうこう、傷薬など
◦衛 生 用 品　…　タオル、ビニール袋、ラップなど
◦貴　重　品　…　通帳、印鑑など
※�ハザードマップに記載の非常時持出品・備蓄品例を参考に
　準備してください

非常時持出品・備蓄品(例)

＋
◦新型コロナウイルス
　感染防止対策
　 体温計
　�マスク
　�消毒液

【警戒レベル３】や【警戒レベル４】で
隣近所で声をかけあって、安全に確実に避難してください！

命を守る行動！

危険な場所から
全員避難！

危険な場所から
高齢者などは避難！

避難行動確認！

災害への心構えを高める！

・既に災害が発生
・命を守る最善の行動

・速やかに避難先へ
⇒公的な避難場所のほか、近くの安全
　な場所、自宅内のより安全な場所へ

・非難に時間を要する方とその支援者
　は避難

・ハザードマップなどで避難行動を確認

危険度

高

警戒レベル 避　　難　　行　　動

５

４

３
２
１

今
、
改
め
て

「
避
難
」を
考
え
る
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で
、
避
難
所
に
行
く
こ
と
だ
け
が
避
難
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
害
の
場
合
、
自
宅
が

浸
水
区
域
に
な
く
、
ま
た
土
砂
災
害
の
危

険
性
の
な
い
場
所
に
自
宅
が
あ
る
方
で
、

自
宅
で
安
全
確
保
が
可
能
な
場
合
は
在
宅

避
難
（
待
避
）
を
検
討
し
、
必
ず
し
も
危

険
を
冒
し
て
避
難
所
に
行
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
安
全
な
場
所
に
住
ん
で

い
る
親
戚
や
知
人
な
ど
頼
れ
る
方
に
避
難

す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。
避
難
所
は

避
難
者
同
士
が
密
集
し
な
い
よ
う
に
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本

当
に
避
難
所
が
必
要
な
方
が
利
用
で
き
る

よ
う
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
に
は
す
べ
て
の
物
資
が

必
要
人
数
分
備
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
、
当
面
の
食
料

や
薬
、
衛
生
用
品
な
ど
を
ま
と
め
た
非
常

時
持
出
袋
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

普
段
か
ら
の
備
え
が
命
を
守
る

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
人
的
被
害
が
な
か

っ
た
の
は
、
避
難
が
迅
速
だ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
『
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
』
―
―
危
険
な
場
所
や
危
険
な
状
態
の

判
断
を
し
、
避
難
方
法
・
場
所
を
決
め
る

の
は
自
分
自
身
と
な
り
ま
す
。
正
し
い
情

報
を
も
と
に
、
一
人
ひ
と
り
が
命
を
守
る

た
め
の
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら

避
難
時
の
こ
と
を
考
え
、
備
え
ま
し
ょ
う
。

ご自身または一緒に避難する方は避難
に時間がかかりますか?
（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児
など）

家がある場所に色が塗られていますか?

ハザードマップで自分の家がどこにあ
るか確認し、印をつけてみましょう

周りと比べて低い土地やがけ
の側などにお住まいの方は、
町からの避難情報を参考に必
要に応じて避難してください

警戒レベル３
で避難

警戒レベル４
で避難

町が指定している指定緊急避難場所、
または安全な場所に住んでいる親戚や
知人宅に避難しましょう（日頃から相
談しておきましょう）

浸水の危険があっても次の場合は自宅に留ま
り安全確保をすることも可能です
①�洪水により家屋が倒壊または崩落してしま
う危険性の高い区域の外側である

②浸水する深さよりも高いところにいる
③�浸水しても水が引くまで我慢できる、水・
食糧などの備えが十分にある。

④がけ崩れ・土石流の発生する危険性がない
⑤ため池などで決壊が発生する危険性がない

例 外

はい

はい

いいえ

いいえ

※ハザードマップは浸水や土砂災
害が発生する区域を着色した地図
です。着色されていないところでも
災害が起きる可能性はあります。

避 難 行 動 判 定 フ ロ ー
～あたたがとるべき行動は～

災害の危険がある
ので、原則として、
自宅の外に避難が
必要です

その区域か
ら避難！
２階以上が
浸水の恐れ

立退き避難
または頑丈
な建物の２
階以上へ避
難！

浸水深が3.0m以上の区域ですか？

浸水深が5.0ｍ～
10.0ｍ未満の区域

浸水深が 3.0ｍ～
5.0ｍ未満の区域

浸水深が 0.5ｍ～
3.0ｍ未満の区域

浸水深が 0.5ｍ
未満の区域

はい

いいえ

5.0ｍ

3.0ｍ

0.5ｍ

7・広報おおえ

■ 特集　７. ２８豪雨災害



　最初で
最後の
　最初で
最後の
　最初で
最後の
　最初で
最後の

　新型コロナウイルス感染症の予防のため今年の町の陸上大会が中止となりま
した。それを受けて、左沢小学校では６年生が自分たちで考え、自分たちで
運営する「特別なオリジナル陸上大会」を７月２日に開催しました。

オリジナル陸上大会オリジナル陸上大会
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令
和
２
年
第
４
回
大
江
町
議
会
臨

時
会
が
、
７
月
21
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
今
臨
時
会
で
は
、
国
の
第
２
次

補
正
予
算
成
立
に
よ
り
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
早
急
な
事
業
着
手
を
要
す

る
事
業
費
の
ほ
か
、
県
の
６
月
補
正

予
算
を
受
け
、
県
と
市
町
村
が
連
携

し
て
実
施
す
る
事
業
費
な
ど
を
計
上

し
た
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
２
２
０
万
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

60
億
４
３
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

議会
town council

第４回臨時会

“明るいやまがた”夏の安全県民運動

七軒地区区長会要望会を開催

　“明るいやまがた”夏の安全県民運動が８月21日ま
で実施されています。運動初日となった7月22日、町
交通安全連絡協議会（宇津江雅人会長）の役員などが
左沢駅前五差路で、交通事故防止などの街頭指導をお
こないました。
　夏は長期休暇や暑さによる気のゆるみ、疲労などで、
交通事故や水の事故、身近な犯罪が多くなる傾向にあ
り、この運動はこれらを防止することなどを目的とし
ています。一人ひとりが心掛けて、事件・事故を防い
でいきましょう。

　七軒地区区長会による町への要望会が7月7日に役
場で開かれました。この日は全８地区の区長が出席し、
地域の中で感じている課題など26項目を取りまとめた
要望書を松田町長に提出。同会会長の松田健一貫見区
長をはじめ各区長から、県道や町道の整備、林道や河
川の改修、除雪体制など、住民の暮らしに密接に関わ
る内容について、要望されました。
　これを受けて町では内容を検討し、可能なものは実
現に向けて早期に取り組んでいく旨を回答しました。

ＪＡよりさくらんぼと次亜塩素酸水を贈呈
　ＪＡさがえ西村山から町内の各小学校全児童分の約
11㎏のさくらんぼと、感染症対策用として次亜塩素酸水
20ℓを町内小中学校に寄贈していただきました。
　本郷東小学校では7月３日に贈呈式がおこなわれ、
町桜桃部会の清野秀彦部長（堂屋敷）とＪＡさがえ西
村山の荒木信作理事（月布）から、町産の「紅秀峰」
と次亜塩素酸水を、児童代表の6年生の奥山空悟くん
と柏倉瑛斗くんにそれぞれ手渡されました。真っ赤で
甘い紅秀峰を食べた児童たちからは喜びの声が聞かれ
ました。

▲�左から荒木理事、奥山くん、柏倉くん、清野部長

▲�人波看板などを掲げて交通事故防止を訴える参加者

▲�松田町長に要望書を手渡す松田会長（右から
5人目）と七軒地区各区長など

町政 町の取り組みをお伝えしますTopics 　最初で
最後の
　最初で
最後の
　最初で
最後の
　最初で
最後の

　新型コロナウイルス感染症の予防のため今年の町の陸上大会が中止となりま
した。それを受けて、左沢小学校では６年生が自分たちで考え、自分たちで
運営する「特別なオリジナル陸上大会」を７月２日に開催しました。

オリジナル陸上大会オリジナル陸上大会
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　放課後こども教室「少年少女書道教室」の開講
式が7月４日に中央公民館で開かれました。今年
度は小学校３年生から6年生までの67人が受講し
ます。開講式では、清野昭一郎さん（十八才）から
「書道は心を落ち着け、姿勢も良くなるのでがん
ばってほしい」と話がありました。
　開講式終了後、感染症予防のため2会場に分か
れて、第1回目の教室がおこなわれ、児童たちは
真剣な表情で筆を動かしていました。今年度の書
道教室は17人の指導員と5人の推進員の皆さんの
協力のもと開催されます。

７
４ 心を落ち着け最初の一筆

　「ぷくらすカレッジ」の講座の1つ「元気はつ
らつ・シルバー講座」の開講式と第1回学習講座
が7月1日に中央公民館で開催されました。
　この日は26名が参加し、学習講座では荒木はま
子さん（訪問看護つつじ管理者）より「一病息災
のススメ」と題した講演がおこなわれました。荒
木さんは「一つの持病があっても、薬などで体調
をコントロールして、良い食事・運動・睡眠を心
掛け、一日一笑をすることが健康寿命を伸ばすこ
とに繋がります」と話され、最後に参加者と一緒
にリラックス体操をおこないました。

７
１ 健康を見つめ直して

　本郷東小学校の３年生10人が、7月17日にりん
ごの農業体験をおこないました。
　この日は、鈴木果樹園の鈴木伸治さん（荻野）
のりんご畑で摘果作業について学びました。果樹
園内の2本の木を小学生の木として、例年は花が
咲いたときから収穫まで農作業の体験をおこない
ますが、今年は感染症予防の臨時休業などもあり、
花が咲いた様子は動画で学びました。摘果したり
んごを食べ比べた児童たちは「ふじは少し渋い」
「つがるは甘い」と話し、秋に自分たちの木のり
んごの収穫を楽しみにしていました。

７
17 おいしいりんごをつくるために
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　町社会福祉協議会事業「みんなの茶の間」が7
月15日に交流ステーションで今年度初めて開催さ
れました。
　新型コロナウイルス感染症予防のため、現在は
折り紙と絵手紙づくりや、参加者が自由にやって
みたいことをしたり会話をしたりする内容になっ
ています。参加者の一人は「家に一人でいるより、
この会に参加していろいろな人と話ができること
が楽しみです」と話してくれました。今後も参加
無料、出入り自由で開催を予定していますので、
ぜひご参加ください。

７
15 楽しくおしゃべりしませんか

　放課後子ども教室「キラキラ☆手芸教室」が7
月1日に中央公民館でおこなわれました。
　この日は子どもたち11人が参加し、佐藤ひろみ
さん（若原）を講師に折り紙キーホルダーづくり
に挑戦。子どもたちは自分好みの柄や模様付きの
カラフルな色紙を選び、子ども教室サポーター４
人の協力を得ながら、それぞれに鈴をつけた立体
型の折り紙キーホルダーを完成させました。お姉
ちゃんと一緒に参加した渡邉希央くん（美郷）は、
「うまくいったよ」と得意そうに話してくれまし
た。

７
１ きれいなキーホルダーできたよ

　中体連の西村山地区総体が中止となり、中学３
年生は部活動の集大成となる公式戦がないまま引
退となりました。そんな中、7月３日に部活動の
継承式が大江中体育館でおこなわれました。
　継承式では、部活ごとにユニホームを着た３年
生たちが、これまでがんばってきたことや後輩た
ちへ伝えたいことを発表し、その後、３年生と1・
2年生の間でエール交換をおこないました。清野
均校長からは「文武一道。これからは学習に気持
ちを切り替え、大江中の良き伝統を後輩たちにつ
ないでほしい」と激励の言葉が贈られました。

７
３ 後輩たちに想いを込めて

11・広報おおえ

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎（62）2１８７Town TopicsTown Topics
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。

　
先
月
配
布
の
広
報
お
お
え
７
月
号
に
同

封
し
、
今
年
度
最
初
の
「
広
聴
ハ
ガ
キ
」

記
入
用
紙
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
広
聴
ハ
ガ
キ
の
様
式
を
皆

さ
ん
に
親
し
み
を
も
っ
て
記
載
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、「
町
長
へ
の
手
紙
」
と
し
、

デ
ザ
イ
ン
も
改
め
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
が
、
日
頃
思
っ
て
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る

こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
い
た
だ
い
た
お
手
紙
は
、
町
長

は
じ
め
、
関
係
各
課
で
共
有
し
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
施
策
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
10
月
、
来
年
１

月
に
も
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご

意
見
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　大江町に来て４か月が経ちました。コロナの影

響でなかなか地域の皆さんにお会いできていませ

んが、少しずつ機会が増えていければいいなと

思っています。
　今回は、私が活動拠点にしている「まちなか交

流館ＡＴＥＲＡ」についてご紹介します。銀行跡

をリノベーションしたＡＴＥＲＡは、今年の１月

より１階がカフェスペースになりました。こだわり
のコーヒーや

町産の果物を使ったジュースなどのドリンクメニュ
ー、自家製プ

リンやケーキといった手作りデザートの提供をして
います。ハー

ブを使ったワークショップ（ドリンクとデザート付
）も開催して

います。見学だけでも大丈夫です。ぜひＡＴＥＲＡ
にお越しくだ

さい！ 地域おこし協力隊　太田さや香
↑季節のパウンドケーキ♪
コーヒーと一緒にいかがですか

地域おこし協力隊通信 №63

令和２年８月号・12

皆さんの声にお答えします広聴ハガキ
「町長への手紙」

吟遊浪漫
ぎんゆうろまん



ハイスクｰｰルハイスクｰｰルハイスクｰｰルハイスクｰｰル
教えて教えて教えて 左沢高校の活動を紹

介するコーナーです

NO.3

▲町歩きインタビュー

　２年次生では、今年度「地域とのつながり」を核に
した課題探究学習を実施しています。７月15日には大
江町内の各所に出かけて、フィールドワークを展開し
ました。写真はその時の様子です。大江町内の講師の
方々へのインタビューを通し、地域が抱える課題を知
り、課題探究のテーマを考えるきっかけとなる貴重な
学習となりました。
　もう一つの写真は７月18日に山形市の西蔵王公園北
入口広場の花壇に、生徒たちが授業などで育てた花苗
を植えた時の様子です。管理するモンテディオ山形の
依頼を受けて生徒会、ＪＲＣ部、農業愛好会を中心と
する有志21人が新型コロナウィルスで疲れた心を癒や
そうと、虹をテーマに７色の花で花壇を作りました。
機会があれば、お立ち寄りください。 ▲植栽ボランティア

信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指
し
て

　

大
泉　
隆
祐
さ
ん　
（
23
歳
・13
区
）

　ＪＡさがえ西村山大江営農生活セン
ターに勤務している大泉さんは、なす
部会・枝豆部会を担当しており、農家
の方と協力をして、販売が拡大してい
くことが楽しいと話します。
　大泉さんの趣味は、鉄道や電車に乗
ること。これは以前に左沢駅で蒸気機
関車を見たことがきっかけです。大学
生のころには鉄道サークルに所属し、
全国各地の私鉄の車両基地や鉄道博物
館を見て回りました。その中でも、「京
都の博物館で蒸気機関車に乗れたこと
が一番の思い出です。新型コロナウイ
ルス感染症が収束し、時間に余裕がで
きたら、友達とまた行きたいです」　
　仕事では入社２年目となり、「上司・
先輩のように、農家の方から農業以外
のことも相談されるような、信頼され
る職員になりたいです」と目を輝かせ
て語ってくれました。　

13・広報おおえ



特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
は

８
月
14
日
ま
で
で
す

　
５
月
15
日
か
ら
申
請
受
付
を
開
始
し
た

「
特
別
定
額
給
付
金
」
の
申
請
期
限
は
14

日（
金
）と
な
り
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課
庶
務
係　

特
別
定
額
給
付
金

事
業
推
進
班�

☎（
６
２
）２
１
１
２

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
小
見
区
）
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
6
月
８
日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
よ
り

新
た
に
１
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
４
年
11
月
30
日
ま
で
に
な
り

ま
す
。

（
小
見
区
）酒
井
優
子�

☎（
６
２
）５
１
４
４

問
健
康
福
祉
課
福
祉
係

�

☎（
６
２
）２
２
８
５

「
野
生
き
の
こ
」
の
放
射
性
物
質
に

関
す
る
ご
注
意

　
こ
れ
か
ら
「
野
生
き
の
こ
」
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
次
の
事
項
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
「
野
生
き
の
こ
」
は
、
生
育
環
境
の
違

い
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
た
め
、
出
荷
前
の
検
査
を
徹
底

し
、
安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
出
荷
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
荷
に
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
通
信
販
売
も
含
ま
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
特
に
「
チ
チ
タ
ケ
」
と
「
サ
ク
ラ
シ
メ

ジ
」
は
、
過
去
に
基
準
値
を
超
え
る
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
必

ず
出
荷
前
に
検
査
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

③
直
売
所
な
ど
で
販
売
す
る
際
は
、
出
荷

者
か
ら
自
主
検
査
の
有
無
や
採
取
地
な
ど

を
確
認
し
て
か
ら
販
売
し
て
く
だ
さ
い
。

問
村
山
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
普
及
担
当

�
☎
０
２
３（
６
２
１
）８
２
８
６

「
創
業
塾
２
０
２
０
」の
開
催
に
つ
い
て

　

山
形
県
商
工
会
連
合
会
が
主
催
す
る

「
創
業
塾
２
０
２
０
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
山
形
県
商
工
会
連
合
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
受
講

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
型
の
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
創

業
に
つ
い
て
学
ぶ
５
日
間
の
短
期
集
中
セ

ミ
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
／
８
月
29
日（
土
）、
30
日（
日
）、

９
月
５
日（
土
）、
６
日（
日
）、
12
日（
土
）

の
全
５
回　
各
日
10
時
～
15
時　

◆
受
講
方
法
／（
①
②
い
ず
れ
か
を
選
択
）

①
任
意
の
場
所
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
し
た
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で

参
加
、
②
受
験
会
場
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
参
加
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
で
き
な

い
方
な
ど
向
け
、
先
着
10
名
）

◆
会
場
／
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
15
階

◆
対
象
／
創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
ま
た

は
創
業
し
て
間
も
な
い
方

◆
受
講
料
／
無
料

問
山
形
県
商
工
会
連
合
会

�

☎
０
５
０（
３
５
４
０
）７
２
１
１

　これから働こうとする女性一人ひとりのニーズ
に応じた就職のワンストップ支援窓口「マザーズ
ジョブサポート山形」の相談員が、県内各ハロー
ワーク等に出張し、セミナーの開催や仕事と家庭
の両立に関する悩みなどに対応する「マザーズお
しごと相談会」を開催しています。お子様と一緒
に、お気軽にご参加ください。
◆会場／ハローワーク寒河江
◆�開催日および内容／８月31日（月）
　�10時半～12時セミナー「思いが届くコミュニ
ケーション」

　13時～15時　個別相談会
　※�セミナーへの参加のみ事前申込みが必要です。
　※�セミナーの定員は各３名です。
　　（�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

定員を通常の半数としています。）
　※�セミナー受講中や相談中は、同室で保育ス

タッフがお子さんをお預かりします。
◆対象／就職をお考えの子育て中の女性
問マザーズジョブサポート山形
� ☎０2３( 665) 5915

マザーズおしごと相談会
　in寒河江を開催します

　今年は、国の最も重要な統計調査である5年
に一度の国勢調査の実施年です。令和2年10月
1日現在、日本国内にふだん住んでいるすべて
の人を、ふだん住んでいる場所で調査をおこな
います。令和2年調査は、大正9年の第1回か
ら数えて実施100年の節目を迎えることになり
ます。調査へのご協力をお願いします。

令和２年
国勢調査がはじまります

令和２年８月号・14

広報おおえ縮刷版第３巻（税込4,000円）は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）2187まで

問…お問い合わせ・お申し込み先



広
報
担
当
と
な
っ
て
か
ら
も
、
何
度
も

写
真
を
撮
っ
て
き
た
最
上
川
。
こ
の

豪
雨
で
変
貌
し
た
姿
に
は
恐
怖
を
感
じ
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
方
が
１

日
も
早
く
日
常
に
戻
れ
る

よ
う
少
し
で
も
力
に
な
れ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

�

（
今
野
清
彦
）

編
集
後記

善意いただきました

　町内事業所などにおける技術者の育成・技能
の継承を推進し、町内商工業の持続的な発展を
支援するため、激励金を交付します。
◆�交付対象者／技能五輪全国大会や全国アビリ
ンピックなどの全国大会などに出場する出場
者および出場者を雇用する事業所など

　①�全国大会など…予選会などの選考を経て出
場する全国規模の大会および国際規模の大会

　②�出場者…町内に住所を有する者、町内の学
校に通学する者、町内の企業に通勤する者
または町内の福祉施設で訓練を受ける者
( 町外に住所を有する者を含む ) およびこ
れらの者で構成される2人以上の団体

　③�事業所など…町内に所在し出場者を雇用する
事業所および出場者を訓練する町内福祉施設

◆交付金額／
　①全国大会…個人1万円、団体2万円、
　　　　　　　事業所など5万円
　②国際大会…個人３万円、団体5万円、
　　　　　　　事業所など10万円
◆�申請／全国大会などへの出場が決定し、激励
金の交付を受けようとする方は、交付申請書
に必要書類を添えて、全国大会などへ出場す
る前に政策推進課に提出してください。

※�申請書は町ホームページからダウンロードす
るか、または担当課で受け取れます。

◆�報告／激励金の交付決定を受けた方は、全国
大会などが終了後、成績を報告してください。

問政策推進課起業推進係☎（62）21３9

　町道小清松保線谷地田橋橋梁
補修工事に伴う片側通行
◆路線名／町道小清松保線
◆場所／小清地内（谷地田橋）
◆規制内容／終日片側通行止め
◆�規制期間／８月17日（月）～9
月30日（水）８時半～17時まで

※�気象状況、工事の進捗状況等
により期間を変更する場合が
あります。

※�通行規制期間中は、現地の工
事看板などを確認のうえ、注
意して通行してください。な
お、大きい車両・幅の広い車
両は通れない場合があります。

問建設水道課建設係（発注者）
　☎（62）2116
　高子建設㈱（施工者）
　☎（62）３625

　後藤電子㈱（後藤芳英代表
取締役社長）より、学校の新
型コロナウイルス対策に使用
してほしいとフェイスシール
ド570個を町に寄付していた
だきました。
　町内の小中学校などで、感
染症予防のために活用させて
いただきます。

　藤田工業団地会（㈲金山鉄
工所、須川工業㈱、竹下製薬
㈱、㈱テクノオオツカ、㈲丸
吉製作所）より、令和2年7
月豪雨災害で被災された方へ
の義援金として10万円を寄付
していただきました。義援金
は、日本赤十字社を通して被
災者へ届けられます。

　山岳遭難事案
に備えるため、
消防防災航空隊
および西村山広
域行政事務組合
消防本部による合同訓練が実施さ
れます。
　当日は、以下のとおり消防防災
ヘリが接近することもありますの
で、ご留意ください。
◆日時／８月25日（火）�
　　　　８時45分～11時45分
　　　　（うちヘリ飛行予定時間
　　　　9時45分～10時45分）
◆場所／小見地内大山自然公園
　　　　北東側山中
問�西村山広域行政事務組合消防本
部警防課☎（８6）2576

大江町各種技能全国大会等出場激励金 のご案内

通行規制について 山岳救助訓練が
実施されます

通行規制箇所

小

　清

小

　清

貫

　見
貫

　見
至 

柳
川

至 

柳
川

至 

左
沢

至 

左
沢

谷地田橋谷地田橋

清光院清光院

旧七軒東小学校旧七軒東小学校

貫見こぶし館貫見こぶし館

健康増進センター健康増進センター月布川

小
清
川

終日片側交互通行

〒○

15・広報おおえ

今月の納税　納期限8月31日（月）　お忘れなく！

県町民税（普通徴収　第２期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料（普通徴収　第２期）
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戸籍のまど
６月21日～７月20日大江町受付分

人口と世帯（前月比）
町の人口　7,904人（－５）

　　　男　3,943人（＋２）

　　　女　3,961人（－７）

世 帯 数　2,877戸（－６）

令和２年８月１日現在

　クニミネ工業株式会社左沢工場
は、同社工場の中で最も歴史のあ
る工場で、町内などで採れたベン
トナイト（粘土岩）を粉末にして
います。この粉末は土木建築の基
礎杭や自動車などの部品を作るた
めの鋳物、化粧品やペット用トイ
レ砂などに加工され“縁の下の力
持ち”として私たちの生活の中で
活躍しています。「大江のベント
ナイトは世界的に見ても上質で
す」と胸を張る、榎戸洋之工場長。
　入社7年目で工場内の機械設備
の保全を担当している公平雄登さ
んは「会社で教えられた、最初は
教えを守り、次に改善できないか
考え、そして自分流のやり方で飛
躍させるという“守・破・離”を
意識しています」と話し、製品の
包装を担当する入社5年目の後藤
弘二さんは「上司が安心して仕事
を任せられるようになりたいで
す」と目標を語ってくれました。

◆住　　所　大江町大字左沢782
◆代表者名　代表取締役社長　國峯保彦
◆沿　　革　昭和１8年　國峯鉱業㈱を設立
　　　　　　昭和2４年　左沢工場開設
　　　　　　昭和５３年　クニミネ工業㈱に商号変更
◆従業員数　2５名
◆主な業務　ベントナイトなど岩石および粘土類の採取、加工販売業

匠の技から最先端技術まで――モノづくりを担う町内企業と、
そこで働く若い力をご紹介します。

クニミネ工業株式会社 左沢工場VOL.7

▲�ベントナイト鉱⽯と左沢⼯
場で製造されたペットのト
イレ砂

▲�右から榎戸⼯場長、公平さん、
後藤さん

ご結婚おめでとう

　区名・出身地名　 　 氏 　 名

　　原　　佐藤　　亘
　寒河江市　井上　歩美（

お誕生おめでとう

区　名　  氏　名　 性別  父母名

美　郷　田中　志
しおん

穏　男　剛・志穂

９　区　菊地　芽
め

衣
い

　女　祥太・沙弥香

小漆川　庄司　紡
つむぐ

久　男　裕也・佳代

９　区　鈴木　　快
かい

　男　克好・千尋

ご冥福を祈ります

区　名　氏　名　  年齢

藤　田　庄司　和夫（86）
９　区　佐々木元子（95）
９　区　佐竹　幸吉（92）
13　区　小國あさゑ（92）
8　区　武田ヨシ子（86）
2　区　鴨田みさを（92）
９　区　白田　邦夫（92）
下モ原　犬飼サツ子（96）

編
集
・
発
行
／
大
江
町
役
場
総
務
課

印
刷
・
製
本
／
寒
河
江
印
刷
㈱

令
和
２
年
８
月
号
（
№
7
1
4
）

2020年
８
月
1
0
日
発
行

山
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※掲載を希望しない場合は、

　届け出の際にお申し出ください。


